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﹁
農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
﹂
が
第
一
七
一
回
国
会
で
成
立
、
平

成
二
十
一
年
六
月
二
十
四
日
に
公
布
さ

れ
ま
し
た
。
二
十
一
年
中
に
は
、﹁
農
地

の
利
用
に
関
す
る
責
務
規
定
﹂
を
設
け

た
改
正
農
地
法
が
施
行
さ
れ
、
新
た
な

農
地
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
た
な
制
度
は
、
耕
作
者
の
地
位
の

安
定
と
食
料
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め

の
重
要
な
生
産
基
盤
で
あ
る
農
地
に
つ

い
て
、
こ
れ
以
上
の
農
地
の
減
少
を
食

い
止
め
る
た
め
転
用
の
厳
格
化
等
に
よ

り
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
農
地
の
貸

借
に
係
る
規
制
の
見
直
し
、
農
地
の
面

的
な
利
用
集
積
を
図
る
事
業
の
創
設
等

に
よ
り
、
そ
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
⋮

●
農
地
の
貸
借
に
係
る
権
利
移
動
の
規

制
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

　

農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
は
、
農
地
を

適
正
に
利
用
し
て
い
な
い
場
合
に
貸
借

を
解
除
す
る
旨
を
契
約
条
件
に
付
し
た

上
で
、﹁
農
業
生
産
法
人
以
外
の
法
人

（
業
務
執
行
役
員
の
う
ち
１
人
以
上
の

者
が
農
業
に
常
時
従
事
）﹂
等
に
も
、
権

利
が
設
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
農
業
生
産
法
人
の
出
資
制
限
が
緩
和

さ
れ
る
ほ
か
、
農
業
協
同
組
合
も
農
地

の
賃
貸
借
に
よ
り
農
業
経
営
が
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
農
地
の
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
が
見

直
さ
れ
、
農
地
を
他
の
人
に
貸
し
た
場

合
で
も
、
適
用
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

●
遊
休
農
地
対
策
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
が
全
て
の
遊
休
農
地
を

対
象
に
指
導
・
勧
告
を
行
う
よ
う
に
な

り
ま
す
。

●
農
地
の
面
的
集
積
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

　

﹁
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
﹂
が
創

設
さ
れ
、
市
町
村
、
市
町
村
公
社
、
農

業
協
同
組
合
等
が
、
多
数
の
農
地
所
有

者
か
ら
貸
付
等
の
委
任
を
受
け
、
農
地

農
地
制
度
が

変
わ
り
ま
す
！

農地の借り受け者の範囲

農作業
常時
従業者

農業
生産法人

農作業
常時従事者
以外の個人

農業生産
法人以外の
法人

＋

（改正前） （改正後に追加）

（
平
成
20
年
12
月
〜
平
成
21
年
11
月
）

12
月
22
日	

第
３
回
小
作
料
協
議
会

　
　

25
日	

農
業
委
員
会
定
例
会

１
月
23
日	

	

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載

申
請
審
査
会

　
　

26
日	

農
業
委
員
会
定
例
会

２
月
４
日	

	

農
業
委
員
会
長
・
職
務
代
理

者
研
修
会

　
　

17
日	

	

農
作
業
等
労
働
賃
金
標
準
額

策
定
委
員
会

　
　

22
日	

	

農
漁
村
ル
ネ
サ
ン
ス
体
験
主

張
大
会

　
　

23
日	

	

地
域
別
農
業
委
員
会
長
・
事

務
局
長
会
議

　
　

24
日	

	

明
日
の
岩
船
農
業
農
村
を
考

え
る
研
修
会

　
　

27
日	

農
業
委
員
会
定
例
会

　
　

28
日	

	

認
定
農
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
の
農
政
懇
談
会

３
月
７
日	

	

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
協
議
会
研
修
会

　
　

17
日	

	

に
い
が
た
地
域
農
業
再
生
運

動
推
進
検
討
会

　
　
　
　

	
	

中
山
間
地
直
接
支
払
い
次
期

対
策
審
議
会

　
　

19
日	

	

岩
船
農
業
振
興
協
議
会
幹
事

会

農
業
委
員
会
活
動
報
告



�　農業委員会だより むらかみ

の
利
用
者
へ
ま
と
ま
っ
た
形
で
貸
付
を

行
い
ま
す
。

●
違
反
転
用
の
罰
則
強
化

　

違
反
転
用
等
に
対
す
る
処
分
・
罰
則

が
次
の
よ
う
に
強
化
さ
れ
ま
す
。

●
農
地
転
用
許
可
の
対
象
の
拡
大

　

今
ま
で
許
可
不
要
で
あ
っ
た
、
病
院
、

学
校
等
の
公
共
転
用
も
、
許
可
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

●
農
地
を
相
続
し
た
場
合
は
、
農
業
委

員
会
に
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
民
法
に
よ
り
20
年
以
内
と
さ
れ
て
い

る
農
地
の
賃
貸
借
の
存
続
期
間
が
50
年

以
内
と
な
り
ま
す
。

●
賃
借
料
情
報
の
提
供

　

今
ま
で
の
標
準
小
作
料
制
度
が
廃
止

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
過
去
１
年

の
貸
借
デ
ー
タ
を
地
区
、
農
地
区
分
ご

と
に
整
理
し
、
最
高
額
・
最
低
額
・
平

均
額
を
算
出
し
た
も
の
を
賃
借
料
の
目

安
と
な
る
よ
う
情
報
提
供
を
農
業
委
員

会
が
行
い
ま
す
。

そ
の
他
詳
し
い
内
容
・
問
合
せ

村
上
市
農
業
委
員
会
事
務
局　

農
地
係

電
話　

０
２
５
４
（
６
２
）
３
１
０
１

耕
作
放
棄
地
全
体
調
査
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
20
年
度
に

お
い
て
、「
耕
作
放
棄
地
全
体
調
査
」
を

実
施
致
し
ま
し
た
。
調
査
の
目
的
は
、

農
地
の
確
保
や
自
給
率
の
向
上
の
た

め
、
農
地
の
状
況
を
調
査
し
、
管
理
状

態
に
よ
り
区
分
を
行
う
も
の
で
す
。
今

回
、
そ
の
調
査
の
集
計
が
ま
と
ま
り
、

関
係
す
る
農
家
の
皆
様
に
通
知
す
る
こ

と
と
致
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
転
作
対
象
水
田
等
に
つ
い
て

は
、
調
査
の
対
象
外
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

①
事
前
通
知

　

調
査
結
果
に
基
づ
き
、
耕
作
放
棄
が

な
さ
れ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て
、
関
係

者
へ
通
知
す
る
も
の
で
す
。
農
家
の
皆

様
は
、内
容
を
良
く
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
非
農
地
通
知
書

　

調
査
の
結
果
、
農
地
に
復
元
す
る
こ

と
が
極
め
て
困
難
な
農
地
に
つ
い
て

は
、
非
農
地
と
し
て
取
扱
い
さ
れ
、
非

農
地
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、点
在
す
る
耕
作
放
棄
地
に
つ
い

て
は
、
周
囲
の
農
地
へ
の
影
響
を
考
慮

し
、
非
農
地
通
知
は
発
行
致
し
ま
せ
ん
。

耕
作
放
棄
地
の
解
消
の
た
め
、国
に
お
い

て
色
々
な
制
度
が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

事　　項 現　　行 改　　正

①違反転用
3年以下の懲役または300
万円以下の罰金
（法人は300万円以下の罰金）

3年以下の懲役または300
万円以下の罰金
（法人は1億円以下の罰金）

②�違反転用における
現状回復命令違反

6ヶ月以下の懲役または
30万円以下の罰金
（法人は30万円以下の罰金）

3年以下の懲役または300
万円以下の罰金
（法人は1億円以下の罰金）

　
　

26
日	

	

第
１
０
５
回
農
業
会
議
定
例

総
会

　
　

27
日	

家
族
経
営
協
定
調
印
式

　
　
　
　

	

農
業
委
員
会
定
例
会

４
月
４
日	

	

日
本
一
を
め
ざ
す
Ｊ
Ａ
岩
船

米
生
産
者
集
会

　
　

８
日	

全
国
情
報
会
議
（
〜
９
日
）

　
　

27
日	

農
地
調
整
部
会

　
　
　
　

	

農
業
委
員
会
定
例
会

５
月
20
日	

農
政
振
興
部
会

　
　

23
日	

農
業
体
験
学
習
（
田
植
）

　
　

25
日	

	

岩
船
農
業
振
興
協
議
会
定
例

総
会

　
　

26
日	

農
業
委
員
会
定
例
会

　
　

27
日	

	

県
農
業
委
員
会
会
長
東
京
集

会
（
〜
28
日
）

　
　
　
　

	
	

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

（
〜
28
日
）

６
月
１
日	

	

村
上
市
地
産
地
消
推
進
協
議

会
設
立
総
会

　
　

11
日	

	

市
町
村
農
業
委
員
会
会
長
会

議
（
〜
12
日
）

　
　
　
　

	
	

情
報
事
業
推
進
会
長
会
議

（
〜
12
日
）

　
　

22
日	

	

基
盤
整
備
実
証
調
査
事
業
検

討
委
員
会

　
　

24
日	

農
業
委
員
会
定
例
会

　
　

25
日	

岩
船
米
求
評
懇
談
会

７
月
22
日	

広
報
委
員
会

　
　
　
　

	
	

胎
内
高
原
ゴ
ル
フ
場
環
境
保

農業委員会へ届出
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﹃
特
産
品
に
よ
る
地
域
活
性
化
﹄

山
北
・
堀
ノ
内　

國
井
千
壽
子

　

﹁
さ
ん
ぽ
く
生
業
の
里
企
業
組
合
﹂
の
活

動
拠
点
は
、
村
上
市
山
北
地
区
で
山
形
県

境
に
近
い
戸
数
二
二
軒
、
人
口
六
十
数
人
・

公
共
交
通
機
関
も
な
い
山
間
地
に
位
置
す

る
極
め
て
小
さ
な
集
落
で
す
。

　

こ
こ
で
、
昔
か
ら
作
ら
れ
て
き
た
、﹁
灰

汁
﹂
に
よ
る
様
々
な
特
産
品
が
今
地
域
の

高
齢
者
達
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、
次
世
代
に

受
け
渡
す
役
割
を
担
い
つ
つ
地
域
に
経
済

効
果
も
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、﹁
し
な
織
﹂
は
伝
統
的
工
芸
品
の

指
定
を
受
け
、
地
域
の
誇
る
べ
き
産
業
に

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
焼
畑
農
法
に
よ

る
﹁
赤
か
ぶ
﹂
は
、
漬
物
に
な
っ
た
完
成

品
だ
け
で
な
く
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、

壮
大
な
夏
の
夜
空
を
赤
く
染
め
る
山
焼
き

の
イ
ベ
ン
ト
か
ら
始
ま
り
、
秋
の
漬
け
込

み
ま
で
、
約
一
ヶ
月
に
五
百
人
近
く
の
交

流
人
口
が
み
ら
れ
小
さ
な
集
落
を
に
ぎ
わ

し
、
活
力
の
元
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

山
か
ら
の
恵
み
で
あ
る
﹁
栃
の
実
﹂
を

使
っ
た
﹁
栃
餅
﹂
や
﹁
灰
汁
﹂
に
餅
米
を

漬
け
作
ら
れ
た
﹁
灰
汁
笹
巻
﹂
は
、
昔
か

ら
の
製
造
方
法
で
の
食
物
と
し
て
、
愛
好

者
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

春
の
山
菜
か
ら
秋
の
き
の
こ
類
ま
で
、

こ
の
地
で
採
れ
た
新
鮮
な
物
を
使
っ
た
料

理
等
、
今
で
は
作
り
手
が
少
な
く
な
っ
た

こ
れ
ら
の
特
産
品
を
、
絶
や
す
こ
と
の
な

い
様
、
そ
し
て
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
地
域
の
活
性
化
に
役
立
て
る
活

動
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

﹃
農
業
者
も
自
立
を
﹄

村
上
・
大
欠　

小
野
登
茂
衛

　

平
成
二
十
年
十
二
月
十
九
日
付
け
の
全

国
農
業
新
聞
に
、﹁
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か

～
日
本
の
食
料
・
農
業
の
あ
り
方
を
探
る

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
～
﹂
が
、
東
京
で
開
催

さ
れ
た
こ
と
が
載
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
農
業
者
の
全

国
組
織
の
十
三
団
体
と
消
費
者
団
体
が
共

同
で
開
い
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
中
で
、
村
上
市
の
神
林
カ
ン
ト

リ
ー
農
園
忠
聡
代
表
取
締
役
が
、﹁
最
近

は
、
食
品
企
業
が
生
産
現
場
に
ま
で

入
っ
て
い
る
が
、
農
業

は
た
だ
の
下
請

け
的
な
役

割
で
な

い
。
食
品
流
通
業
者
と
対
等
な
立
場
で
連

携
し
、
消
費
へ
結
び
つ
け
る
こ
と
が
重
要

だ
。﹂
と
発
言
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

見
て
、
こ
の
新
潟
県
北
に
農
業
に
対
し
て

の
強
力
な
発
信
源
が
あ
る
の
で
、
消
費
者

や
、
次
世
代
を
担
う
若
者
と
連
携
の
き
ず

な
を
深
め
、
日
本
農
業
を
守
り
発
展
さ
せ

る
拠
点
の
一
つ
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
で

す
。

﹃
直
売
所
に
寄
せ
る
思
い
﹄

荒
川
・
荒
屋　

室
本　

良
仁

　

今
現
在
日
本
の
食
料
自
給
率
は
昨
年
よ

り
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
40
パ
ー
セ
ン
ト
、

諸
外
国
に
比
べ
る
と
非
常
に
低
い
数
値
で

す
。
簡
単
に
言
う
と
10
個
食
べ
る
物
の
う

ち
６
個
が
輸
入
品
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
食
べ
る
こ
と
だ
け
を
見
れ
ば
満
足
か

も
し
れ
な
い
が
、
長
い
将
来
を
見
据
え
た

場
合
、
大
い
に
揺
れ
動
く
昨
今
の
経
済
状

況
の
中
、
餃
子
問
題
、
又
は
、
狂
牛
病
問

題
等
す
べ
て
輸
入
品
か
ら
き
て
い
る
も
の

で
す
。
大
事
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅

い
話
で
あ
る
。
そ
の
時

自
給
と
い
う
事

が
如
何
に
大

切

な

も

全
連
絡
協
議
会

７
月
27
日	

農
業
委
員
会
定
例
会

　
　

31
日	

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
前
期
）

　
　
　
　

	

農
政
振
興
部
会

８
月
３
日	

地
域
別
農
業
委
員
研
修
会

　
　

10
日	

	

市
長
・
議
長
へ
の
緊
急
要
請

　
　

24
日	

	

第
１
０
６
回
農
業
会
議
定
例

総
会

　
　

27
日	

農
業
委
員
会
定
例
会

９
月
４
日	

広
報
委
員
会

　
　

９
日	

作
況
調
査

　
　

11
日	

農
政
振
興
部
会

　
　

15
日	

農
業
体
験
学
習
（
稲
刈
）

　
　

14
日	

	

村
上
市
担
い
手
育
成
総
合
支

援
協
議
会
総
会

　
　

24
日	

農
業
委
員
会
定
例
会

10
月
13
日	

建
議
要
請
活
動

　
　

21
日	

農
地
調
整
部
会

　
　

24
日	

農
業
体
験
学
習
（
籾
摺
）

　
　

27
日	

農
業
委
員
会
定
例
会

　
　

30
日	

研
修
視
察
（
南
魚
沼
市
）

11
月
６
日	

	

農
業
者
年
金
加
入
推
進
対
策

会
議

　
　

10
日	

学
校
給
食
懇
談
会

　
　

11
日	

農
業
委
員
県
大
会

　
　

16
日	

	

女
性
農
業
委
員
研
修
会
（
〜

17
日
）

　
　

17
日	

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
後
期
）

　
　

18
日	

常
任
会
議
員
会
議

　
　

25
日	

農
業
委
員
会
定
例
会
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の
で
あ
る
か
が
わ
か
る
時
が
来
る
と
思

う
。

　

そ
こ
で
今
、
各
地
域
で
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
産
地
直
売
所
、
地
元
で
採
れ
た
も

の
を
、
地
元
で
消
費
す
る
。
そ
こ
に
多
少

な
り
と
も
自
給
率
、
又
、
持
久
力
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
と
の
思
い
か

ら
、
市
役
所
初
め
、
Ｊ
Ａ
の
ご
協
力
の
も

と
、
め
で
た
く
荒
川
直
売
所
を
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
週
２
回
開
店

と
同
時
に
多
く
の
お
客
さ
ん
に
ご
来
店
い

た
だ
き
、
レ
シ
ピ
の
話
や
ら
、
珍
し
い
野

菜
の
話
に
毎
回
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
直
売
所
を
拠
点
と
し
、
よ
り
多
く
の

皆
様
と
地
元
で
採
れ
る
農
産
物
の
話
で
盛

り
上
が
り
、
又
、
地
産
地
消
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ん
の
ご
来
店
を
組
合
員

一
同
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
。

﹃
転
作
に
﹁
そ
ば
﹂﹄

神
林
・
里
本
庄　

磯　

部　
　

盛

　

我
が
、
里
本
庄
集
落
は
平
成
10
年
に
念

願
の
水
田
基
盤
整
備
が
完
成
し
て
、
効
率
・

利
便
性
の
美
田
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
土
手
が
多
く
、
作
業

が
は
か

ど
ら
な
い

事
や
、
堤
・
用

水
か
ら
の
水
引
き
が

難
し
い
な
ど
容
易
で
は
な
い
水

田
地
域
で
し
た
。

　

し
か
し
、
神
林
方
式
に
よ
り
農
道
・
河

川
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
バ
ル
ブ
灌
漑
で
水

掛
け
が
容
易
に
な
り
、
作
業
性
と
管
理
が

格
段
に
改
善
さ
れ
て
コ
メ
作
り
に
張
り
合

い
が
で
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
生
産
調

整
で
せ
っ
か
く
の
美
田
が
調
整
水
田
で
は

﹁
も
っ
た
い
な
い
。﹂
と
の
思
い
か
ら
集
落

の
６
名
で
転
作
組
合
﹁
ほ
た
る
﹂
を
結
成

し
、
３
ha
の
そ
ば
転
作
が
始
ま
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
・
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
栽
培
指
導
を

い
た
だ
き
、
９
月
に
は
白
い
花
咲
く
蕎
麦

団
地
が
で
き
ま
し
た
。
そ
ば
の
収
穫
・
乾

燥
・
調
製
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
始
め

多
く
の
方
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
や
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
地
は
粘
土
質
の
た
め

排
水
改
善
に
も
み
殻
暗
渠
と
、
粗
く
耕
起

し
ま
し
た
。
玄
そ
ば
は
Ｊ
Ａ
で
販
売
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
、昨
年
か
ら
乾
麺
﹁
ひ

め
ご
ぜ
ん
﹂
を
作
り
神
林
道
の
駅
で
販
売

す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年

﹁
神
林
道
の
駅
フ
ェ
ア
﹂
で
は
、
新
そ
ば
の

手

打

ち

そ
ば
を
一

日
限
り
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
﹁
里
本
庄
そ
ば
﹂
を
こ

こ
ま
で
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
事

に
、
各
関
係
機
関
と
組
合
員
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

﹃
大
切
な
家
族
﹄

朝
日
・
布
部　

髙
橋
富
和
子

　

市
町
村
合
併
に
よ
り
地
域
農
業
の
活
性

化
が
進
ん
で
い
る
中
で
、
農
業
の
担
い
手

で
あ
る
若
い
力
が
離
れ
田
畑
を
耕
す
高
齢

化
が
各
地
区
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の

観
点
か
ら
将
来
の
農
業
に
一
抹
の
不
安
や

淋
し
さ
が
込
上
げ
る
思
い
が
致
し
ま
す
。

　

私
の
家
は
兼
業
農
家
で
８
人
の
大
所
帯

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
田
畑
の
時
期
に
な

る
と
全
員
協
力
し
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
私
や
主
人
、
子
供
た
ち

が
会
社
勤
め
を
し
て
い
る
の
で
中
々
都
合

の
良
い
日
に
休
暇
が
取
れ
な
い
状
況
で
す

が
、
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を
手
伝
っ

て
く
れ
ま
す
。

　

主
人
の
一
声
で
﹁
家
の
手
伝
い
も
で
き

な
い
人
は
ご
飯
を
た
べ
れ
な
い
ぞ
﹂
と
力

強
い
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
学
生
２
人
は
米

袋
の
名
前
書
き
、
社
会
人
２
人
は
米
の
運

搬
な
ど
、
単
に
強
制
で
は
な
く
今
ま
で
培

わ
れ
た
家
族
に
対
す
る
思
い
や
り
、
働
く

喜
び
意
欲
な
ど
主
人
の
背
を
見
な
が
ら
自

然
に
学
ん
で
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

農
繁
期
が
終
わ
れ
ば
毎
年
家
族
全
員
を

主
人
が
食
事
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま

す
。
そ
の
時
は
美
味
し
い
御
馳
走
に
舌
鼓

も
鳴
り
、
一
年
の
疲
れ
が
癒
さ
れ
る
思
い

が
致
し
ま
す
。
又
、
農
業
の
将
来
や
思
い

な
ど
家
族
で
話
し
合
え
る
事
が
色
々
と
で

き
る
と
と
も
に
、
子
供
た
ち
の
成
長
し
て

い
る
姿
を
見
て
と
て
も
微
笑
ま
し
く
思
い

ま
す
。
そ
れ
が
私
に
と
っ
て
誰
に
も
負
け

な
い
最
大
の
宝
物
で
す
。

※ 

農
業
委
員
会
で
は
、「
農
業
委
員
会

だ
よ
り
」
に
掲
載
す
る
原
稿
を
広
く

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

 

題
は
自
由
で
５
０
０
字
前
後
に
お

さ
ま
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

（
用
紙
は
自
由
で
す
）
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板
垣　

寿
海

　

今
年
度
の
村
上
市
農
業
委
員
会

の
視
察
研
修
は
、
日
本
一
の
お
米
が

採
れ
ま
す
南
魚
沼
市
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

朝
８
時
頃
に
出
発
し
、
南
魚
沼
市

に
着
い
た
の
は
11
時
過
ぎ
頃
で
し

た
の
で
、
相
当
遠
い
日
帰
り
の
視
察

研
修
で
す
。

　

南
魚
沼
市
は
、
今
、
全
国
的
に
有

名
な
大
河
ド
ラ
マ
﹁
天
地
人
﹂
の
舞

台
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
観

光
地
と
し
て
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
到
着
後
は
雲
洞
庵
を
見
学
し

ま
し
た
。
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
観

光
バ
ス
が
ど
ん
ど
ん
入
り
、
大
河
ド

ラ
マ
の
影
響
は
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。
下
越
地
区
に
も
こ
う
い
っ
た

も
の
が
あ
れ
ば
な
と
感
じ
て
き
ま

し
た
。

　

昼
食
後
、
南
魚
沼
市
役
所
に
て
農

業
委
員
会
を
視
察
し
ま
し
た
。
視
察

研
修
の
項
目
と
し
て
、
農
業
委
員
会

活
動
実
績
に
つ
い
て
、
違
反
転
用
の

対
応
に
つ
い
て
、
食
育
学
習
の
実
施

に
つ
い
て
、
農
業
者
年
金
の
推
進
活

動
に
つ
い
て
、
改
正
農
地
法
へ
の
対

応
に
つ
い
て
と
、
５
項
目
活
動
状
況

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
食
育
学
習
の
実
施

に
つ
い
て
の
事
柄
を
主
に
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
小
学
生
を
主

体
に
食
育
学
習
を
行
っ
て
い
て
、
年

間
の
食
育
学
習
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
立
て
、
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
全
員

参
加
で
き
る
よ
う
に
、
各
小
学
校
に

７
～
９
名
の
委
員
の
方
を
参
加
す

る
方
法
で
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ぬ

か
釜
を
使
っ
て
の
炊
飯
と
い
う
こ

と
で
小
学
校
全
員
の
参
加
は
大
勢

に
な
る
た
め
一
学
年
限
定
と
い
う

こ
と
で
、
他
の
学
年
か
ら
う
ら
や
ま

し
が
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
や
は

り
、
子
供
の
頃
に
体
験
し
た
こ
と
は

覚
え
て
い
る
も
の
で
、
大
人
に
な
る

と
、
故
郷
の
味
が
食
べ
た
く
な
る
も

の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
故
郷
の
味
を

体
験
し
、
心
に
残
す
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
に
参
加
し
ま

し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
地
域
を
問
わ

ず
生
産
者
の
担
い
手
不
足
が
重
要

な
課
題
で
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
う

い
っ
た
問
題
を
食
育
等
の
施
策
を

通
じ
て
解
消
す
る
の
が
、
我
々
農
業

委
員
の
役
割
の
一
つ
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

鍋
倉　

静
雄

　

刈
取
の
終
え
た
田
に
、
白
鳥
が
餌

を
啄
ば
ん
で
い
る
秋
晴
れ
の
十
月

三
十
日
、村
上
市
農
業
委
員
一
行
は
、

南
魚
沼
（
旧
六
日
町
）
市
農
業
委
員

会
を
視
察
研
修
で
訪
問
し
た
。
目
的

地
に
近
づ
く
に
つ
れ
木
々
の
葉
も

色
づ
き
を
濃
く
し
、
私
た
ち
を
歓
迎

す
る
か
の
景
観
を
見
せ
て
い
た
。

　

研
修
は
市
役
所
本
庁
舎
会
議
室

で
行
わ
れ
、
南
魚
沼
市
の
会
長
か
ら

歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、
当
市
は
農
業

が
基
幹
産
業
で
あ
り
、
と
り
わ
け

﹃
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
﹂
に
代
表
さ
れ
、

地
域
経
済
に
大
き
く
係
っ
て
い
る
。

課
題
・
問
題
点
を
お
互
い
に
出
し
合

い
研
修
し
て
も
ら
い
た
い
と
述
べ

ら
れ
た
。

　

石
山
会
長
か
ら
は
、
合
併
後
一
年

半
を
経
過
し
円
滑
な
運
営
が
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
新
市
の
農

業
の
概
要
等
が
説
明
さ
れ
、
農
地
、

食
育
・
年
金
活
動
に
、
手
本
と
な
る

活
動
を
さ
れ
て
い
る
当
市
に
研
修

に
訪
れ
た
旨
訪
問
の
挨
拶
が
な
さ

れ
た
。

　

研
修
は
、
南
魚
沼
市
の
担
当
者
か

ら
農
業
の
概
要
説
明
を
受
け
、
日
本

一
の
ブ
ラ
ン
ド
米
﹁
コ
シ
ヒ
カ
リ
﹂・

﹁
八
色
西
瓜
﹂・﹁
き
の
こ
﹂
が
代
表

的
な
農
産
物
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
た

め
若
者
の
就
農
が
見
ら
れ
る
等
の

説
明
を
受
け
た
。
農
地
の
違
反
転
用

の
対
応
と
し
て
は
﹁
指
導
要
領
﹂
を

作
成
し
対
応
し
て
い
る
こ
と
。
米
飯

給
食
を
週
四
回
実
施
し
て
い
る
が
、

そ
れ
と
は
別
に
食
育
学
習
と
し
て
、

味
覚
が
決
ま
る
と
言
わ
れ
る
小
学

三
年
生
を
対
象
に
、
う
お
ぬ
ま
の
味

を
覚
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
ぬ
か
釜

炊
飯
で
心
に
残
る
体
験
を
と
お
し
、

食
文
化
を
伝
承
す
る
人
に
育
つ
こ

と
を
願
い
、
委
員
全
員
で
取
り
組
ん

で
い
る
と
の
こ
と
。
農
業
者
年
金
の

推
進
活
動
は
、
加
入
見
込
み
者
を
絞

り
込
み
、
重
点
的
に
対
応
し
て
い
る

と
の
報
告
を
受
け
た
後
質
疑
を

行
っ
た
。

　

食
育
に
係
る
部
分
に
質
疑
が
集

中
し
、
地
産
地
消
の
取
組
で
は
野
菜

の
品
揃
い
が
出
来
な
い
こ
と
、
高
値

の
魚
沼
米
を
給
食
に
提
供
す
る
方

法
、
カ
タ
カ
ナ
食
（
パ
ン
・
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
・
・
）
か
ら
、
ひ
ら
が
な
食

（
ご
飯
・
胡
麻
和
え
・
・
）
へ
の
転

換
を
広
報
紙
に
載
せ
て
い
る
等
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

短
時
間
の
研
修
で
は
あ
っ
た
が
、

役
割
と
責
任
を
深
く
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

先進地視察研修報告
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農業者年金のポイント
１　農業者ならどなたでも加入できます
　①国民年金１号被保険者の方

　　（厚生年金等に加入していない方）

　②年間60日以上農業従事している方

　③60歳未満の方

　�　上記全てにあてはまる方なら男女問わず加入

できます。

２　保険料の額が自由に決められます。
　�　保険料は月額２万円～６万７千円まで千円単

位で自由に選択でき、経済状況等に応じて増額や

減額、また、加入したり、脱退したりすることも

できます。

３�　少子高齢化時代に強い積立方式（確定拠出型）
の年金です。
　�　加入者が積み立てた保険料と運用益に応じて

受け取る年金で、保険料を支払っている人の数や

年金受給している人の数が変化しても影響を受

けにくい制度です。

４　終身年金で80歳までの保証付きです。
　�　農業者年金は「農業者老齢年金」と「死亡一時

金」の２種類で、65歳（基本）で終身受け取るこ

とができ、仮に80歳前に亡くなった場合でも死亡

した翌月から80歳までに受け取るはずであった

老齢年金の現在価値に相当する額が「死亡一時

金」としてご遺族に支給されます。

５　納めた保険料は所得税・住民税を節税できます。
　�　納めた保険料は全額社会保険料控除の対象と

なります。また、受け取る年金は公的年金等控除

の対象となり、65歳以上の人であれば公的年金等

の合計額が120万円までは非課税です。

６�　認定農業者など意欲ある担い手には保険料の
国庫補助があります。
　�①60歳までに保険料納付期間が20年以上見込ま

れる方②農業所得が900万円以下の方③認定農業

者で青色申告等、一定の要件に該当する方には国

庫補助があります。

～　農業者年金へ加入のお勧め　～
　農業者年金は、農業の担い手が「老後生活の安心と安定」を展望しながら、

農業に従事できるようつくられた農業者のための年金です。

農業者のみなさん
老後の備えは大丈夫ですか？

　農業委員会委員選挙人名簿は、毎年１月1日現在で、農業委員会を通じて提出された本人の申請書に基

づき選挙資格を調査し、３月31日に選挙管理委員会において選挙人名簿が確定します。登載資格のある方

は、「農業委員会選挙人名簿登載申請書」を提出してください。

　この選挙人名簿に登録されていないと、たとえ資格のある方でも農業委員会委員選挙の際に投票できな

いことになります。

【登載資格のある方】
　平成22年１月1日現在　村上市に住所を有し、年齢が満20歳以上（平成２年４月１日までに生まれた人）

で次の要件に該当する人

　①10アール以上の農地について耕作の業務を営む人（経営主）

　②①に該当する人の同居の親族またはその配偶者で、耕作従事日数が年間おおむね60日以上の人

　③�10アール以上の農地について耕作の業務を営む農業生産法人（農地法第２条第７項に規定するもの）

の組合員、社員または株主で、耕作従事日数が年間おおむね60日以上の人

　※�今年度、選挙人名簿に登録されている方の世帯には、12月25日頃までに申請書を送付いたしますので

記入方法等を参照し、内容を確認のうえ提出してください。

　※登載資格のある方で、申請書が届かない場合は選挙管理委員会または、農業委員会にご連絡ください。
　※�申請書は、平成22年１月1日現在の内容で記入し１月４日㈪から１月８日㈮までの間に農業委員会に

提出してください。

【問い合わせ先】
　　選挙管理委員会　☎53−2111（内線421・422）

　　経営状況・耕作面積等については

　　農業委員会　　☎62−3101（荒川支所内　内線132・133）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　各支所農業委員会事務所へ

農業委員会委員選挙人名簿 登載申請書の提出をお忘れなく！

老後生活は、こんなに長い！

65歳からの平均余命は…
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学
校
給
食
懇
談
会
を
終
え
て

農
業
委
員　

増
田　

嘉
美

　

去
る
11
月
10
日
、
朝
日
み
ど
り
小
学
校

に
お
い
て
村
上
市
教
育
委
員
会
と
小
学
校

側
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
学
校
給
食
懇
談

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
食
育
部
会
初
年
度
の
行
事
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
渡
部
栄
養

士
か
ら
朝
日
み
ど
り
小
学
校
の
学
校
給
食

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
て
か
ら
、
各
委

員
が
１
～
６
年
生
の
教
室
に
分
か
れ
て
子

供
た
ち
と
共
に
給
食
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

私
自
身
何
十
年
ぶ
り
か
の
給
食
に
懐
か

し
さ
と
子
供
た
ち
の
屈
託
の
な
い
笑
顔
と

会
話
に
新
鮮
さ
を
感
じ
た
貴
重
な
時
間
を

過
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

給
食
終
了
後
の
懇
談
会
で
は
、
地
産
地

消
の
観
点
か
ら
地
場
産
農
産
物
を
努
め
て

使
用
す
る
様
に
し
て
い
る
事
や
、
給
食
が

た
だ
食
事
を
す
る
こ
と
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
箸
の
持
ち
方
や
食
べ
る
姿
勢
に
至
る

ま
で
指
導
し
て
い
る
事
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
食
器
の
材
質
に
こ
だ
わ

る
理
由
な
ど
を
聞
か
さ
れ
、
細
か
い
部
分

ま
で
配
慮
が
行
き
届
い
て
い
る
な
と
感
じ

て
き
ま
し
た
。

　

世
界
で
最
た
る
日
本
の
給
食
制
度
を
よ

り
有
意
義
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
食
材

提
供
側
と
使
用
す
る
側
の
相
互
理
解
を
深

め
て
い
く
事
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
事
を

再
確
認
し
た
一
日
で
し
た
。

　

当
日
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
栄
養
士
さ

ん
を
は
じ
め
、
校
長
先
生
、
教
育
委
員
会

の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。 懇 談 会 の 風 景

村　上　市
農業委員会

平成21年12月発行平成21年12月発行平成21年12月発行平成21年12月発行平成21年12月発行平成21年12月発行平成21年12月発行平成21年12月発行平成21年12月発行
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あ
と
が
き

　

今
年
も
い
よ
い
よ
残
り
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
民
主
党
へ
の
政
権
交
代

や
戦
後
の
農
地
解
放
以
来
の
農
地
制
度

の
大
改
革
に
な
る
改
正
農
地
法
の
施
行

な
ど
、
農
家
に
と
っ
て
も
変
革
の
一
年

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
村
上
市
農
業
委
員
会
だ
よ

り
第
２
号
の
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、
投

稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
読
者
の
皆
さ

ん
及
び
関
係
者
の
方
々
に
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
身
近
な
出
来
事
を
始
め
と
し

た
様
々
な
話
題
を
皆
様
に
提
供
で
き
る

よ
う
、
農
業
委
員
全
員
で
一
丸
と
な
り

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

食
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
、
地
域
を

は
じ
め
社
会
全
般
の
テ
ー
マ
と
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
も
の
で
、
農
業

委
員
会
と
し
て
も
、
生
産
（
体
験
）
か

ら
消
費
（
食
）
ま
で
の
各
分
野
と
関
わ

り
を
持
ち
な
が
ら
地
域
の
農
業
振
興

に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
、
検

討
部
会
を
創
設
し
ま
し
た
。

食
育
部
会
員

　

部
会
長　

遠　

山　

か
づ
え

　

副
部
会
長　

東
海
林　

節　

子

　

部
会
員　

増　

田　

嘉　

美

　
　
　
　
　
　

船　

山　
　
　

寛

　
　
　
　
　
　

菅　

原　

豊　

勝

食
育
部
会
の
設
置
に
つ
い
て


